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平
成
３０
年
度
予
算
案

下
水
道
は
未
普
及
対
策
な

ど

重
点
化

広
報
専
門
委
員
会
開
く

効
果
の
測
定
な
ど

テ

ー
マ
に
情
報
交
換

日
水
協

こ
の
日
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
概
要
が
説
明
さ
れ
た
ほ

か
、
委
員
長
の
選
任
、
小
委

員
会
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
委
員
会

規
程
の
承
認
な
ど
を
行
っ

た
。
委
員
長
に
は
大
垣
眞
一

郎
・
理
事
長
が
、
副
委
員
長

に
は
開
催
都
市
で
あ
る
横
浜

市
の
山
隈
隆
弘
・
水
道
事
業

管
理
者
が
選
出
さ
れ
た
。

大
垣
理
事
長
は
「
前
回
は

海
外
１
５
６
人
を
含
む
８
４

９
人
が
参
加
し
た
。
日
本
の

優
れ
た
水
道
技
術
を
世
界
に

発
信
し
、
海
外
の
多
く
の
専

門
家
と
直
接
的
な
交
流
が
進

む
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
以
上
に
多
く
の
方

に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
魅
力
あ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
に
し
た
い
」
と
し
、
山
隈

副
委
員
長
も
「
横
浜
市
で
の

開
催
は
、
第
７
回
以
降
３
度

目
に
な
る
。
Ｉ
Ｗ
Ａ
の
Ｌ
Ｅ

Ｓ
Ａ
Ｍ
な
ど
水
に
関
す
る
国

際
会
議
の
運
営
に
携
わ
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の

経
験
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か

し
、
皆
様
と
連
携
し
て
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
成
功
さ
せ
た

い
」
と
述
べ
た
。

実
行
委
員
会
の
下
に
、
小

委
員
会
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
委
員

会
を
設
置
し
、
準
備
を
進
め

る
。
小
委
員
会
は
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
や
展
示
会
の
運
営
に
つ

い
て
素
案
を
検
討
し
、
実
行

委
員
会
へ
提
案
す
る
。一
方
、

学
識
者
等
で
構
成
予
定
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
委
員
会
は
、
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
円
滑
に
進
め
る

た
め
に
、
実
行
委
員
会
や
小

委
員
会
に
学
術
的
な
立
場
か

ら
助
言
す
る
。

ま
た
、
前
回
事
務
局
を
担

当
し
た
神
戸
市
の
水
口
和
彦

・
水
道
事
業
管
理
者
か
ら
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
評
価
さ
れ

た
点
や
改
善
点
な
ど
が
報
告

さ
れ
た
。水
口
管
理
者
は「
展

示
会
は
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
の
場
を
作
り
、
そ
れ
を
取

り
巻
く
よ
う
な
形
で
展
示
ブ

ー
ス
を
配
置
し
た
が
、
賑

わ
い
が
出
て
良
か
っ
た



出
展
者
も
プ
レ
ゼ
ン
を
見

に
行
き
や
す
か
っ
た

な
ど

出
展
者
か
ら
高
い
評
価
を
い

た
だ
い
た
」
と
説
明
し
た
ほ

か
、
展
示
会
に
市
民
に
来
場

し
て
も
ら
う
工
夫
を
紹
介
。

「
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
の

件
数
が
少
な
か
っ
た
の
が
残

念
。
も
っ
と
増
や
す
こ
と
が

で
き
れ
ば
」と
振
り
返
っ
た
。

【
実
行
委
員
会
委
員
】

▽
大
垣
眞
一
郎
・
Ｊ
Ｗ
Ｒ

Ｃ
理
事
長
（＝

委
員
長
）
▽

山
隈
隆
弘
・
横
浜
市
水
道
事

業
管
理
者
・
水
道
局
長
（＝

副
委
員
長
）

▽
古
米
弘
明
・
東
京
大
学

大
学
院
教
授
▽
滝
沢
智
・
東

京
大
学
大
学
院
教
授
▽
伊
藤

禎
彦
・
京
都
大
学
大
学
院
教

授
▽
大
瀧
雅
寛
・
お
茶
の
水

女
子
大
学
教
授
▽
水
口
和
彦

・
神
戸
市
水
道
事
業
管
理
者

・
水
道
局
長
▽
吉
田
永
・
日

本
水
道
協
会
理
事
長
▽
仁
井

正
夫
・
日
本
水
道
工
業
団
体

連
合
会
専
務
理
事
▽
若
松
五

常
・
全
国
簡
易
水
道
協
議
会

事
務
局
長
▽
西
原
一
裕
・
水

道
産
業
新
聞
社
代
表
取
締
役

社
長
▽
篠
本
勝
・
日
本
水
道

新
聞
社
代
表
取
締
役
社
長

【
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
】

▽
是
澤
裕
二
・
厚
生
労
働

省
水
道
課
長
▽
秋
葉
道
宏
・

国
立
保
健
医
療
科
学
院
統
括

研
究
官

【
小
委
員
会
委
員
】

▽
大
瀧
雅
寛
・
お
茶
の
水

女
子
大
学
教
授
▽
清
塚
雅
彦

・
横
浜
市
水
道
局
担
当
理
事

・
配
水
部
長
▽
安
藤
茂
・
Ｊ

Ｗ
Ｒ
Ｃ
専
務
理
事

水
道
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ｗ
Ｒ
Ｃ
）
は
、「
第
�
回
水
道
技
術
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
に
向
け
、

実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
た
。
�
日
、
Ｊ
Ｗ
Ｒ
Ｃ
の
会
議
室
で
第
１
回
会
合
を
開
き
、
委
員
と
し
て
横

浜
市
や
神
戸
市
、
関
係
団
体
、
大
学
、
マ
ス
コ
ミ
か
ら
�
人
が
出
席
。
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、
国
も

参
加
し
た
。
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
水
道
技
術
に
特
化
し
た
大
規
模
な
国
際
会
議
で
、
１
９
８
８
年
に
神

戸
市
で
初
め
て
開
催
し
て
以
来
、
３
年
に
１
度
開
催
し
て
い
る
。
前
回
は
２
０
１
５
年
７
月
に
神
戸
市

で
開
催
、
通
常
で
は
３
年
後
の
２
０
１
８
年
に
開
催
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
Ｉ
Ｗ
Ａ
の
世
界
会
議
が
東

京
で
開
か
れ
る
た
め
、
翌
年
の
２
０
１
９
年
に
な
っ
た
。
７
月
９
日
か
ら
３
日
間
、
横
浜
市
の
パ
シ
フ

ィ
コ
横
浜
で
開
催
す
る
。

３９
カ
国
約
１
５
０
人

閣
僚
や
水
専
門
家
が

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
の
水

問
題
の
解
決
を
目
指
す
第
３
回

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
水
サ
ミ
ッ
ト

（
Ａ
Ｐ
Ｗ
Ｆ
）
が
�
月
�
日
か

ら
２
日
間
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
最

大
都
市
で
あ
る
ヤ
ン
ゴ
ン
市
で

開
催
さ
れ
た
。
同
サ
ミ
ッ
ト

は
、
各
国
の
水
関
連
政
策
を
統

括
し
て
い
る
閣
僚
お
よ
び
国
際

機
関
の
代
表
、
各
国
の
水
分
野

の
専
門
家
な
ど
が
一
堂
に
会
し

幅
広
い
意
見
交
換
を
行
う
場

で
、
�
カ
国
の
首
脳
級
を
含
め

�
カ
国
か
ら
約
１
５
０
人
、
ミ

ャ
ン
マ
ー
側
の
参
加
者
を
含
め

約
７
０
０
人
が
参
加
。「
持
続

可
能
な
開
発
の
た
め
の
水
の
安

全
保
障
」
に
つ
い
て
、
ア
ジ
ア

・
太
平
洋
地
域
の
各
国
が
取
り

組
む
べ
き
道
筋
を
示
す
「
ヤ
ン

ゴ
ン
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
た
。

開
会
式
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ

レ
モ
ニ
ー
で
は
、
開
催
国
を
代

表
し
て
ア
ウ
ン
・
サ
ン
・
ス
ー

・
チ
ー
国
家
顧
問
兼
外
相
が

「
水
資
源
の
確
保
、
安
全
な
飲

料
水
の
供
給
な
ど
、
国
が
経
済

成
長
を
果
た
す
た
め
に
水
の
安

全
保
障
は
不
可
欠
で
あ
り
、
今

回
の
サ
ミ
ッ
ト
の
成
果
を
期
待

し
て
い
る
」
と
あ
い
さ
つ
。
そ

の
後
、
各
国
代
表
の
あ
い
さ
つ

が
続
き
、
日
本
代
表
の
石
井
啓

一
・
国
土
交
通
大
臣
は
「
日
本

に
は
水
問
題
、
特
に
多
く
の
水

災
害
を
克
服
し
て
き
た
制
度
、

技
術
、
ノ
ウ
ハ
ウ
が
蓄
積
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
日
本
の
経
験

を
皆
さ
ん
と
共
有
し
、
ア
ジ
ア

・
太
平
洋
地
域
の
発
展
に
寄
与

し
た
い
」と
、力
強
く
述
べ
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

に
続
き
、
国
際
機
関
等
が
主
催

す
る
約
�
の
テ
ー
マ
別
セ
ッ
シ

ョ
ン
が
始
ま
り
、
今
回
の
主
題

で
あ
る
「
持
続
可
能
な
開
発
の

た
め
の
水
の
安
全
保
障
」
に
つ

い
て
討
議
さ
れ
た
。
石
井
大
臣

は

気
候
変
動
下
の
水
と
災
害


水
循
環
の
再
生
と
し
て
の
雨

水
利
用
と
持
続
可
能
な
地
下
水

管
理

衛
生
の
改
善
と
下
水
道

の
管
理
―
の
３
セ
ッ
シ
ョ
ン
に

お
い
て
、
日
本
の
貢
献
策
を
述

べ
日
本
の
存
在
感
を
示
し
た
。

２
０
１
７
ミ
ス
日
本
「
水
の
天

使
」
の
宮
﨑
あ
ず
さ
さ
ん
も
和

服
姿
で
各
国
の
閣
僚
と
の
記
念

写
真
に
応
じ
、
日
本
を
Ｐ
Ｒ
し

た
。最

終
日
の
�
日
に
採
択
さ
れ

た
「
ヤ
ン
ゴ
ン
宣
言
」
で
は
、

水
資
源
の
確
保
、
洪
水
対
策
、

水
災
害
の
減
災
、

水
の
有
効
利
用
、

投
資
の
拡
大
な
ど

幅
広
い
目
標
と
具

体
的
な
行
動
策
が

示
さ
れ
た
。
特
に
、
国
連
が
２

０
３
０
年
ま
で
の
達
成
を
目
指

す
「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
」

（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
に
つ
い
て
は
、

目
標
よ
り
５
年
早
く
ア
ジ
ア
・

太
平
洋
の
す
べ
て
の
地
域
で

「
安
全
で
安
心
な
飲
料
水
の
供

給
、
衛
生
的
な
環
境
を
提
供
す

る
」
と
意
欲
的
な
文
言
が
盛
り

込
ま
れ
た
。

同
宣
言
は
、
来
年
３
月
に
ブ

ラ
ジ
ル
で
開
催
さ
れ
る
「
第
８

回
世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
は

じ
め
と
す
る
国
際
会
議
や
国
際

機
関
の
議
論
の
場
で
発
信
さ

れ
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
に
向
け
た

具
体
策
へ
の
貢
献
を
果
た
す
こ

と
に
な
る
。
同
年
９
月
に
東
京

で
開
催
さ
れ
る
Ｉ
Ｗ
Ａ
（
国
際

水
協
会
）
世
界
会
議
の
議
論
に

も
反
映
さ
れ
る
。

【
取
材
協
力
】
グ
ロ
ー
バ
ル

ウ
ォ
ー
タ
・
ジ
ャ
パ
ン
代
表

吉
村
和
就
氏

水
道
広
域
化
の
支
援
を
充
実

平
成
�
年
度
予
算
案
と
	

年
度
補
正
予
算
案
が


日
、

閣
議
決
定
さ
れ
た
。

厚
生
労
働
省
水
道
課
が
明

ら
か
に
し
た
水
道
関
係
予
算

案
は
、
東
日
本
大
震
災
分
な

ど
災
害
復
旧
関
係
を
除
き
、

�
年
度
当
初
３
７
５
億
円
、

補
正
３
０
０
億
円
の
計
６
７

５
億
円
と
な
っ
た
。
前
年
度

と
比
べ
、
補
正
予
算
全
体
の

規
模
が
小
さ
か
っ
た
影
響
で

�
億
円
の
減
額
だ
が
、
当
初

予
算
だ
け
み
れ
ば
着
実
な
増

加
傾
向
に
あ
る
と
い
え
る
。

強
靭
・
安
全
・
持
続
可
能

な
水
道
の
構
築
を
進
め
る
と

し
て
、
水
道
施
設
の
耐
震
化

・
広
域
化
、
安
全
で
良
質
な

給
水
を
確
保
す
る
た
め
の
施

設
整
備
な
ど
緊
急
性
の
高
い

事
業
に
つ
い
て
支
援
す
る
と

し
た
。
こ
の
中
で
、
生
活
基

盤
施
設
耐
震
化
等
交
付
金
の

支
援
策
を
充
実
し
、
Ｉ
ｏ
Ｔ

を
活
用
し
た
モ
デ
ル
事
業
へ

の
財
政
支
援
や
、
水
道
事
業

運
営
基
盤
強
化
推
進
事
業
に

お
け
る
広
域
化
支
援
策
・
水

道
台
帳
整
備
の
支
援
策
の
充

実
を
図
る
と
し
て
い
る
。

国
土
交
通
省
下
水
道
部
が

明
ら
か
に
し
た
下
水
道
関
係

予
算
案
は
、
社
会
資
本
総
合

整
備
２
兆
３
億
８
０
０
万
円

（
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付

金
８
８
８
５
億
７
２
０
０
万

円
、
防
災
・
安
全
交
付
金
１

兆
１
１
１
７
億
３
６
０
０
万

円
）
で
前
年
度
よ
り
微
増
。

下
水
道
事
業
に
関
す
る
費
用

は
こ
の
内
数
。
下
水
道
事
業

費
補
助
は
�
億
７
０
０
万

円
、
下
水
道
事
業
調
査
費
等

�
億
２
６
０
０
万
円
、
下
水

道
防
災
事
業
費
補
助
２
億
４

２
０
０
万
円
で
、
前
年
度
合

計
額
と
同
額
の
�
億
７
５
０

０
万
円
と
な
っ
た
。

社
会
資
本
整
備
交
付
金
、

防
災
・
安
全
交
付
金
の
重
点

配
分
項
対
象
を
、
下
水
道
未

普
及
対
策
や
雨
水
対
策
が
図

ら
れ
る
よ
う
見
直
す
。
ま

た
、
汚
水
処
理
広
域
化
の
計

画
策
定
か
ら
取
り
組
み
ま
で

を
総
合
的
に
支
援
す
る
下
水

道
広
域
化
推
進
統
合
事
業
、

コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
事
業
開
始

後
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
交
付

対
象
と
す
る
下
水
道
民
間
活

力
導
入
促
進
事
業
の
創
設
な

ど
も
あ
る
。
（
後
日
詳
報
）

日
本
水
道
協
会
は
�
日
、

第

回
広
報
専
門
委
員
会

（
委
員
長＝

金
山
智
子
・
東

京
都
水
道
局
サ
ー
ビ
ス
推
進

部
サ
ー
ビ
ス
推
進
課
長
）
を

開
い
た
。
メ
ン
バ
ー
都
市
が

提
案
し
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て

委
員
間
で
意
見
交
換
し
、
情

報
共
有
を
図
っ
た＝

写
真
。

テ
ー
マ
は
▽
広
報
戦
略
・
効

果
測
定
（
提
案
都
市＝

東
京

都
）
▽
職
員
の
意
識
啓
発
と

組
織
内
の
情
報
伝
達
（
豊
橋

市
）
▽
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
ー
の

促
進
（
豊
橋
市
）
▽
情
報
発

信
・
イ
ベ
ン
ト
に
お
け
る
Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
活
用
（
大
阪
市
）
▽

Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
動
画
を
活
用
し
た

Ｐ
Ｒ
（
東
京
都
）
▽
浄
水
場

の
見
学
（
川
崎
市
）
―
に
つ

い
て
の
６
題
が
設
定
さ
れ

た
。
広
報
活
動
の
効
果
の
測

定
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る

か
に
つ
い
て
は
、
苦
慮
し
て

い
る
旨
の
回
答
を
寄
せ
た
都

市
が
多
か
っ
た
中
、
岡
山
市

が
独
自
に
設
定
し
た
と
い
う

広
報
の
評
価
手
法
を
紹
介
し

注
目
さ
れ
た
。

岡
山
市
の
取
り
組
み
は
具

体
的
に
は
、「
お
客
さ
ま
１

人
の
満
足
度
」
を
、
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
の
結
果
な
ど
か
ら

算
出
し
た
「
広
報
活
動
が
お

客
さ
ま
に
一
番
伝
え
た
い
こ

と
の
理
解
度
」
と
、
事
前
に

目
標
値
を
設
定
し
た
「
水
道

局
か
ら
お
客
さ
ま
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
の
効
率
」
を
掛
け
算

し
て
算
出
す
る
。
算
出
し
た

「
お
客
さ
ま
１
人
の
満
足
度
」

と
「
広
報
の
対
象
人
数
」
を

掛
け
、
費
用
で
割
っ
て
算
出

し
た
値
を
「
広
報
活
動
の
評

価
」と
し
た
。こ
れ
ら
の
値
を

活
用
し
、例
え
ば
、満
足
度
が

高
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
対
象

人
数
に
対
し
て
費
用
が
掛
か

っ
て
い
る
場
合
は
費
用
に
見

合
う
対
象
人
数
に
な
る
よ
う

設
定
変
更
を
行
う
か
費
用
の

削
減
を
検
討
し
た
り
、
満
足

度
と
広
報
活
動
の
評
価
が
共

に
低
い
場
合
は
廃
止
を
含
め

た
取
り
組
み
自
体
の
見
直
し

を
検
討
す
る
、
と
い
っ
た
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
運
用
し

て
い
る
。

日
本
水
道
協
会１

月
１
日
付

▽
工
務
部
規
格
課
長
（
工

務
部
技
術
課
副
主
幹
）
師
岡

悟

全
く
の
私

事
だ
が
、
子

供
時
代
に
登

山
の
遭
難
事

故
が
テ
レ
ビ

等
で
報
道
さ

れ
る
た
び
に
同
居
し
て
い

た
祖
母
に
「
登
山
だ
け
は

絶
対
に
い
か
ん
」
と
真
顔

で
言
わ
れ
辟
易
さ
せ
ら
れ

て
い
た
▼
そ
の
せ
い
か
山

に
限
ら
ず
ア
ウ
ト
ド
ア
と

は
無
縁
の
半
生
を
歩
む
こ

と
と
な
り
、
山
の
恐
ろ
し

さ
を
実
感
し
た
の
は
せ
い

ぜ
い
が
映
画『
八
甲
田
山
』

を
寒
さ
に
震
え
る
思
い
で

観
た
こ
と
ぐ
ら
い
か
…
▼

こ
の
夏
に
就
任
し
た
是
澤

厚
労
省
水
道
課
長
の
常
套

句
が
「
冬
山
」
で
あ
る
こ

と
は
既
に
多
く
の
関
係
者

の
知
る
と
こ
ろ
。
そ
の
示

唆
す
る
こ
と
が
水
道
事
業

の
こ
れ
か
ら
歩
む
道
が
文

字
通
り
平
坦
で
は
な
い
と

い
う
警
鐘
▼
こ
の
「
冬

山
」、
自
分
の
意
志
で
選

択
す
る
の
で
は
な
く
、
必

ず
通
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と

い
う
意
味
で
は
登
山
よ
り

も
さ
ら
に
厳
し
い
▼
し
か

も
、
課
長
は
こ
の
冬
山
踏

破
で
は
「
決
し
て
遭
難
が

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
こ

と
も
強
調
し
て
い
る
。「
持

続
」
の
た
め
に
は
戦
う
姿

勢
に
近
い
決
意
が
求
め
ら

れ
る
。

（

・

・

）

本号の内容

上
下
水
道
こ
の
１
年
を
振
り
返
る


～

特
集

東
京
水
道
サ
ー
ビ
ス
が
展
開
す
る
国
際
貢
献
・
技
術
協
力


～

特
集

大
阪
市
水
道
局
が
水
道
経
営
戦
略
素
案


地
方
・
産
業

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
水
と
環
境
」



【
グ
ラ
ビ
ア
】
新
水
道
ビ
ジ
ョ
ン


水道産業新聞社
大阪本社 電話（０６）６３７３－３６０３

FAX（０６）６３７３－３６３３
〒５３１―００７２大阪市北区豊崎２―７―９
東京本社 電話（０３）６４３５－７６４４

FAX（０３）３４３８－００２５
〒１０５―０００３東京都港区西新橋３―５―２

優
れ
た
水
道
技
術
を
世
界
に

水水
道道
国国
際際
シシ
ンン
ポポ
実実
行行
委委
をを
設設
置置

２０１９年 横浜で開催

「
ヤ
ン
ゴ
ン
宣
言
」
採
択

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
前
倒
し
へ

第３回アジア・太平洋水サミット

おお
ここ
とと
わわ
りり

年
内
の
新
聞
発
行
は
本

号
で
最
後
と
な
り
ま
す
。

新
年
は
１
月
１
日
（
月
）

付
を
「
新
年
号
」
と
し
、

４
日
（
木
）
付
よ
り
通
常

紙
面
と
な
り
ま
す
。

１
年
間
、
ご
愛
読
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

Ｊ
Ｗ
Ｒ
Ｃ

「水の天使」宮﨑さんも活躍

各
国
か
ら
参
加
し
た
閣
僚
級
の
記
念
撮
影

（週二回月・木曜日発行）２０１７年（平成２９年）１２月２５日（月曜日）
購読料 １カ月���円 年間���円（税込）
（昭和年１月�日第３種郵便物認可）第５２１３号（１）


